CCSBT-ESC/0809/01
議題案
第9回資源評価グループ及び第5回管理手続きワークショップ
2008年9月2 – 7日
ロトルア、ニュージーランド
1. 開会


1.1. 参加者の紹介及び会議運営上の説明
2. ラポルツアーの任命
3. 付託事項及び議題の採択
4. 会議文書の承認及び文書リストの最終化
5. CPUEモデリング 

5.1.  CPUE作業部会からの報告
5.2.  CPUE時系列の選択
5.3.  オペレーティング・モデルの調整による影響
6. 2008-09における管理助言の根拠
6.1.  管理助言の根拠に用いられる指数
6.2.  管理助言のためのオペレーティング・モデル及び一定漁獲量下での将来予測の修正
6.3.  TACの選択肢及び2009年SAG/SCにおける一定漁獲量下での将来予測の基準。
項目6及び7に関する付託事項については、次についておおむね最終的な結果に達している。
1) 次を含む2009年の一定漁獲量下での将来予測のための手法
i)    過剰漁獲及びCPUEシナリオ
ii) 不確実性の要因(グリッドの開発)
2) オペレーティング・モデル(OM)の構造
i) 　 調整するためのインプット・データ
ii) 過剰漁獲及びCPUEシナリオ
iii) 不確実性の要因(グリッドの初期開発)
iv) 適合度/診断
3) 管理手続きの影響
i)    検討されるTACの選択肢の形式及びパフォーマンスの比較方法
4) OMP作業計画及びタイムテーブルの再検討並びに休会期間中の会合の必要性
7. オペレーティング・モデル及びMP開発の再検討
7.1
コンディショニング・モデルへのインプット
7.1.1
過去の漁獲量及び体長組成: 日本市場レビュー及びオーストラリア蓄養レビューに関する報告書に連関する問題の追加的調査。
7.1.2
CPUEシナリオ
7.1.3
可能性のある新たなデータ・インプットの検討、OMへの直接年齢統合の可能性
7.2
オペレーティング・モデルの再検討
7.2.1
各国研究者による休会期間中の分析のレビュー
各国研究者から、(1)コンディショニングにおける代替可能なモデルのパフォーマンス、(2)新たなデータ・シリーズを用いる可能性、(3)自然死亡の仮定の再検討及び(4)その他の仮定といった文書の提出が見込まれる。
7.2.2
会合中に実行/評価される追加の推定試験の検討
適合度/診断の評価のための使用可能なコード及び図表が必要。
7.2.3
新規のデータ・インプット及び可能性のある仮定を含む、コンディショニング・モデルの構造/パラメータ化における変化の定義。
7.2.4
プロジェクション・モデルの構造/パラメータ化において起こりうる変化
7.2.5 
2009年の一定漁獲量下での将来予測に用いられる不確実性の要因及び重量の特定を含む、新たなリファレンス・セット候補の選択。
7.2.6
MP評価の頑健性試験に関する議論
決定は必要とされていないが、予備的な議論を持ち、特にコード化の影響を評価することは有意義である。
7.3
可能性のあるMP候補及びモデリングの影響
7.3.1 
MPデータ・インプット
7.3.2
TAC変更のスケジュール
7.3.3
その他
7.4
MP評価の性能基準
7.5
作業計画及びタイムテーブル
本項目での下、SAGは、SAG8/SC12で作成された作業計画及びタイムテーブルを再検討する。 また、SAGは、シナリオ・モデリングに基づく多種のTAC(一定漁獲量下での将来予測)に付随する資源状況及び短期のリスクについての助言を含め、SAG9/SC13としての助言を作成し、MPの当初試験を用意し、将来のMP開発の2-3年の作業計画を改良する。
7.5.1 一定漁獲量下での将来予測及び関連図表のためのOM/グリッドのコードの更新。
7.5.2 2008年以前のデータを含めるため合意されたインプット・データ・セットの更新。
7.5.3 シミュレーション・コード及びデータ/パラメータ・セットの各国科学者への配布。
7.5.4 科学者によるシナリオ・モデリングの実施。
7.5.5 一定漁獲量下での将来予測ための最終的なグリッド構造を決定するための技術的な休会期間会合の必要性?
7.5.6 SAG10 /SC14 (2009)
8 その他の事項
9 次回会合
10 会議報告書の最終化と採択
11 閉会
